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【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  29/08     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/70     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  39/06     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  35/095    (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  17/095    (2006.01)
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   Ｃ０７Ｃ  15/073    (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  29/08    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  29/70    　　　Ｚ
   Ｃ０１Ｂ  39/06    　　　　
   Ｃ１０Ｇ  35/095   　　　　
   Ｃ１０Ｇ  17/095   　　　　
   Ｃ０７Ｃ  15/085   　　　　
   Ｃ０７Ｃ  15/073   　　　　
   Ｃ０７Ｃ   6/12    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月14日(2010.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｙ－８５または修飾ＬＺ－２１０のゼオライトを含む触媒であって、触媒が、
　揮発性物質を含まない基準で、ゼオライト６０～９０重量％を含み、残りのアルミナが
、結合剤であり、
　触媒が、Ｘ線回折（ＸＲＤ）で測定して少なくとも５０の絶対強度を有し、ゼオライト
が、ゼオライトのバルクアルミニウム含量の少なくとも６０％の骨格アルミニウム含量を
さらに有する触媒。
【請求項２】
　（ａ）第１のゼオライトを水性イオン溶液で処理して、第１の単位格子サイズを有する
第２のゼオライトを得るステップと；
　（ｂ）第２のゼオライトを５５０℃～８５０℃の範囲の温度で熱水的に処理して、第１
のバルクＳｉ／Ａｌ２モル比を有し、第１の単位格子サイズ未満の第２の単位格子サイズ
を有する第３のゼオライトを生成するステップと；
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　（ｃ）第３のゼオライトを４未満のｐＨを有するアンモニウムイオン水溶液の十分な量
と、第３のゼオライトのナトリウムカチオンの少なくとも一部をアンモニウムイオンで交
換するのに十分な時間接触させて、第１のバルクＳｉ／Ａｌ２モル比を超え、６．５～２
７の範囲の第２のバルクＳｉ／Ａｌ２モル比を有するＹ－８５または修飾ＬＺ－２１０ゼ
オライトを生成するステップであって、Ｙ－８５または修飾ＬＺ－２１０ゼオライトが、
Ｙ－８５または修飾ＬＺ－２１０ゼオライト中のすべてのアルミニウムの少なくとも６０
％を占める骨格アルミニウム含量、およびＸ線回折によって測定して少なくとも５０の絶
対強度をさらに有するステップと
　を含むＹ－８５または修飾ＬＺ－２１０ゼオライト触媒を調製する方法。
【請求項３】
　芳香族化合物および芳香族基質を請求項１に記載の触媒と接触させるステップを含む、
芳香族化合物のアルキル交換のための方法。
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